
各コマ概要：各コマで習得を目指す知識・技術

コマ1：光による食の安全とAIを用いたマルチメディアシステム
⽬に⾒えない光と画像処理を組み合わせることで、⾷品中の異物や包装材料の不良を可視化する技術を紹介しま

す。画像処理で重要なAIについて「何を学習するのか？」「⼈間とどこが違うのか？」をポイントに、深層学習の

仕組みを噛み砕き説明します。また、応⽤例として、我々が開発したマルチメディアシステムを紹介します。

コマ2：超高速分光の原理とその応用事例
これまで3回のノーベル賞に関連した超⾼速分光は、物質の微細な変化を超短パルスレーザーを⽤いて時間的に追

跡する技術であり、分⼦の振る舞いや反応メカニズムの解明に不可⽋です。超⾼速分光の原理とその応⽤事例に

焦点を当て、⽣命科学や材料科学などの分野での実⽤例を紹介します。

コマ3：光周波数コムの紹介と非線形光学顕微鏡による生体計測
超短パルスレーザーの新しい展開として２つのトピックスを紹介します。光周波数コムは周波数領域上で等間隔

に並んだ光の集合です。基本的概念から光計測や情報処理技術などの応⽤を⽰します。次に、強いレーザーパル

スを物質に作⽤させ通常では得られない情報を得る⾮線形光学顕微鏡による⽣体計測を⽰します。

コマ4：THZ波や偏光を利用した計測・イメージング技術
光と電波の境界域であるTHz波や、光の電界振動の偏りである偏光を利⽤した計測・イメージング技術の事例に

ついて、原理と合わせて解説します。測定対象物の特異的情報の事例から、光計測技術のおもしろさや有⽤性に

ついて分かりやすく紹介します。

コマ5：次世代光センシング・イメージング技術の最前線
近年、ナノメートル領域の光科学に⽴脚した⾼感度光センシング・超解像光イメージング技術が注⽬を集めてい

ます。このコマでは、ナノ光学技術の基本原理と⼯業・医療応⽤について実例を交えながら概説します。
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徳島大学　人と地域共創センター
〒770-8502　徳島市南常三島町1丁目1番地
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コマ��5コマ 15時間

習得に必要な時間

7,500円
*�によるセンシング・イメージング�測技
���は、���「��代”�”��・�⽤に
よる�業��･若者�⽤��事業�助金」の

�援により��しています。

受講料

光によるセンシング・
イメージング計測技術
講座

①レーザー光源や受光素⼦・撮
像素⼦のといった光素⼦技術の
発達、AI技術やナノ加⼯技術
といった他分野技術との融合な
どによって⾼度化している最新
の光によるセンシングや画像計
測技術への理解を深める。

この��は、�しい��・受���や他�野の�技�を�り�れて発�を�ける

�によるセンシング・���測に�いて、�技�を５回にわたり��します。 

内�としては、������測による異物�査、超����の�⽤、�周波�コ

ムの利⽤と��形��顕��による⽣体�測、THz波や��を利⽤した�測、 

��代�センシング・イメージング技�とバラエティに�み、�⽤�に向けた 

ステージはトピックス�に異なっています。これらはそれぞれが独立したトピッ

クスのように⾒えますが、測���物から捉えたい情�を得るために、�の性�

や、物�の�に�する�る�いをうまく利⽤する�え�は共�して
り、�技�

の��さを�じさせ、これからの�開を期待させる%の!かり�す。

講座8

到達目標
講座紹介

担当講師

講座プログラム

②上記により得られた知識を検
査技術⾼度化や製品開発研究に
繋げることを⽬標とする。

  9⽉  2⽇（⽉）

  9⽉  9⽇（⽉）

  9⽉30⽇（⽉）

10⽉  7⽇（⽉）

10⽉21⽇（⽉）

1．�による�の��とAIを⽤いたマルチメディアシステム

2．超����の�理とその�⽤事例

3．�周波�コムの��と��形��顕��による⽣体�測

4．THz波や��を利⽤した�測・イメージング技�

5．��代�センシング・イメージング技�の�前�
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